
朝
日
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

て
い
る
「
報
道
番
組
キ
ャ
ス

ト
」
と
い
う
番
組
で
宇
陀
・

名
張
の
MD
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
5
月
27
日

そ
の
取
材
に
同
行
し
ま
し
た
。

宇
陀
・
名
張
の
MD
は
・
宇

陀
市
・
名
張
市
を
ま
た
ぎ
広

域
的
に
活
躍
し
て
い
る
こ
で

全
国
的
に
有
名
で
す
。

朝
日
テ
レ
ビ
の
ク
ル
ー
は

3
名
で
、
取
材
目
的
は
宇
陀
・

名
張
地
方
の
サ
ル
の
被
害
状

況
、
MD
の
活
動
状
況
、
そ
の

防
除
対
策
な
ど
が
主
な
も
の

で
す
。

午
前
９
時
錦
生
公
民
館
駐

車
場
集
合
。
前
日
、
坂
の
下

で
被
害
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
坂
の
下
に
直
行
。

ア
ン
テ
ナ
で
探
索
す
る
と

す
で
に
笠
間
方
面
に
移
動
中
。

取
材
車
は
大
き
い
の
で
笠

間
道
は
無
理
と
い
う
こ
で
、

深
野
か
ら
笠
間
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
笠
間
集
落
に
到

着
。
暫
く
サ
ル
の
出
現
を
待

つ
も
、
残
念
な
が
ら
出
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
笠
間
集
落
の
被

害
状
況
を
収
録
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

昨
日
大
き
な
被
害
が
出
た

畑
が
、
付
近
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
直
行
。

幸
い
耕
作
者
が
居
ら
れ
、

防
除
ネ
ッ
ト
の
補
修
を
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

耕
作
者
に
よ
る
と
、
「
天

井
が
シ
カ
用
の
ネ
ッ
ト
で
あ
っ

た
の
で
、
子
ザ
ル
が
編
み
目

か
ら
侵
入
し
被
害
が
出
た
」
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

収
穫
直
前
の
タ

マ
ネ
ギ
・
エ
ン
ド

ウ
豆
が
、
無
残
な

姿
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

耕
作
者
は
。

「
サ
ル
の
食
べ
方

が
気
に
入
ら
ん
。

丹
精
込
め
て
育
て

た
の
に
、
ち
ょ
っ

と
囓
っ
た
だ
け
で

捨
て
て
あ
っ
た
り
、

食
べ
な
い
で
引
き

抜
い
た
り
、
も
う

許
せ
ん
！
」
。

「
こ
ん
な
こ
と
が

毎
年
起
こ
る
よ
う

な
ら
、
作
る
の
や

め
よ
う
か
な
…
と

も
思
う
」
。
と
耕

作
意
欲
を
な
く
し
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
の
お
百
姓
さ
ん

は
、
こ
の
頃
は
檻
の
中
で
耕

作
し
て
い
る
状
態
で
す
。

竹
藪
付
近
の
道
路
で
は
、

サ
ル
の
タ
ケ
ノ
コ
食
痕
や
糞

が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

笠
間
集
落
を
歩
い
て
い
て

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
多
い
の
に
驚

き
ま
し
た
。
道
ば
た
で
生
後

間
も
な
い
子
供
を
３
頭
も
見

か
け
ま
し
た
。

笠
間
で
は
、
山
を
造
成
し

別
荘
を
分
譲
し
て
い
る
所
が

あ
り
ま
す
。
条
件
が
悪
く
売

れ
残
っ
た
家
が
廃
屋
状
態
で
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
格
好
の
棲
家

に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
周
辺

で
は
多
数
の
ハ
ク
ビ
シ
ン
が

生
息
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
頭
が
入
る

隙
間
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
で

も
侵
入
で
き
る
た
め
、
民
家

の
屋
根
裏
に
入
り
込
み
、
其

処
に
あ
る
も
の
を
利
用
し
て

巣
を
作
り
ま
す
。
同
じ
場
所

に
排
泄
す
る
習
性
が
あ
る
た

め
糞
尿
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
の

た
め
、
天
井
が
抜
け
落
ち
た

り
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
が
発
生
す

る
「
二
次
被
害
」
も
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
外
来
種

で
生
態
系
に
大

き
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
の

で
、
早
急
な
捕

獲
駆
除
が
望
ま

れ
ま
す
。

B
群
に
見
切

り
を
付
け
、
ロ

ケ
地
を
A
群
エ

リ
ア
の
青
蓮
寺

湖
に
移
動
。
残
念
な
が
ら
、

A
群
に
も
遭
遇
で
き
ず
当
日

の
取
材
は
終
了
。

取
材
は
28
・
29
日
と
続
行

の
予
定
だ
そ
う
で
す
。

ロ
ケ
の
安
全
と
成
功
を
祈

り
な
が
ら
お
別
れ
し
ま
し
た
。

離
れ
ザ
ル
は
基
本
的
に
は

１
，
２
頭
で
、
常
に
餌
を
求

め
て
餌
場
か
ら
餌
場
へ
移
動

し
て
い
ま
す
。
サ
ル
は
、
本

来
は
森
林
か
ら
遠
く
離
れ
る

こ
と
は
少
な
い
が
、
離
れ
ザ

ル
は
人
馴
れ
し
て
い
て
町
の

菜
園
も
荒
ら
し
て
い
ま
す
。

３
～
４
頭
が
何
の
理
由
も

な
く
一
時
的
に
群
を
離
れ
て

行
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

離
れ
ザ
ル
と
見
分
け
が
つ

き
に
く
い
が
、
離
れ
ザ
ル
で

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
本

隊
の
先
遣
隊
か
「
し
ん
が
り
」

を
務
め
る
サ
ル
た
ち
で
す
。

な
ぜ
か
、
最
近
こ
の
よ
う

な
「
ニ
ー
ト
サ
ル
」
が
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

近
く
に
は
必
ず
本
隊
の
大

き
な
群
れ
が
い
る
と
思
っ
て

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
一
匹

の
離
れ
で
も
本
隊
を
誘
導
し

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
少
数
だ
と
思
い
油
断
は

禁
物
で
す
。

対

策

「
サ
ル
に
餌
を
与
え
な
い
」

が
基
本
中
の
基
本
で
す
。

無
意
識
餌
付
け
。

◎
無
防
備
作
付
け
。

◎
生
ゴ
ミ
や
野
菜
く
ず
を
農

地
や
山
際
に
捨
て
て
い
る
。

◎
収
穫
の
終
わ
っ
た
野
菜
な

ど
の
残
さ
が
残
っ
て
い
る
。

◎
カ
キ
や
ク
リ
の
実
を
収
穫

せ
ず
に
放
置
し
て
あ
る
。

◎
稲
刈
り
の
終
わ
っ
た
田
に

二
番
穂
が
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
全
て
餌
付
け
で
す
。

6
月
17
日
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ

グ
倶
楽
部
で
は
、
研
修
会

「
獣
害
対
策
に
つ
い
て
」
を
、

日
本
で
も
有
数
の
被
害
地
域
、

東
近
江
市
に
出
向
き
開
催
。

◎
東
近
江
市
の
現
状
。

鈴
鹿
山
系
か
ら
の
イ
ノ
シ

シ
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
ニ
ホ
ン

ジ
カ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ

イ
グ
マ
が
出
没
し
、
日
本
で

も
有
数
の
被
害
地
域
で
あ
る
。

担
当
者
（
小
泉
氏
）
に
よ

る
と
、
東
近
江
市
で
は
、
イ

ノ
シ
シ
は
平
野
部
の
住
宅
地

ま
で
生
息
域
を
伸
ば
し
農
作

物
・
人
的
被
害
も
深
刻
で
あ

る
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
お
い
て

は
県
内
に
6
万
7
千
頭
、
東

近
江
市
で
は
H
23
年
に
１
，

２
０
０
頭
捕
獲
（
２
４
，
０

０
０
頭
以
上
の
捕
獲
が
必
要
）

と
い
う
。
サ
ル
で
は
、
17
群

が
輻
輳
し
て
存
在
し
１
，
０

０
０
頭
が
生
息
。
う
ち
、
11

群
約
７
０
０
頭
が
集
落

や
農
地
に
出
没
。
特
に

離
れ
ザ
ル
の
対
策
が
や
っ

か
い
。
そ
の
為
、
獣
害

対
策
へ
の
取
り
組
み
は

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。

◎
東
近
江
市
の
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
の
位
置
付
け
。

「
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
は

あ
く
ま
で
追
い
払
い
活

動
の
一
形
態
」
。

ま
ず
、
農
地
周
辺
や

集
落
内
の
伐
採
に
よ
る

環
境
整
備
と
住
民
自
ら
に
よ

る
、
追
い
払
い
活
動
、
不
用

果
樹
の
整
理
等
の
誘
因
除
去

行
い
サ
ル
が
出
没
す
る
条
件

を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

そ
の
う
え
で
、
サ
ル
が
出

没
し
に
く
い
状
況
を
維
持
す

る
た
め
に
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ

を
導
入
す
る
。

モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
は
あ
く
ま
で
追
い
払

い
活
動
の
一
形
態
。
人
間
に

よ
る
追
い
払
い
活
動
（
ロ
ケ
ッ

ト
花
火
等
）
の
実
施
も
必
須

で
あ
る
。

周
囲
の
伐
採

環
境
整
備
を
行

な
っ
て
い
な
い

地
域
で
は
モ
ン

キ
ー
ド
ッ
グ
は

認
め
て
い
な
い
。

現
地
視
察

◎
緩
衝
地
帯

「
田
畑
の
周
り

の
山
林
や
竹
や

ぶ
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
」

田
畑
の
周
り

に
手
入
れ
の
行

き
届
か
な
い
竹

や
ぶ
や
山
林
が
あ
れ
ば
、
棲

み
家
や
隠
れ
場
所
に
な
る
の

で
追
い
払
い
は
成
功
し
な
い
。

「
た
ん
ぼ
」
の
す
ぐ
横
の
藪

に
逃
げ
込
め
ば
安
全
。
こ
れ

で
は
何
の
対
策
も
効
か
な
い
。

緩
衝
地
帯
と
し
て
の
山
際

の
整
備
や
、
集
落
内
に
あ
る

移
動
経
路
と
な
る
竹
や
ぶ
は

伐
採
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
出

没
は
格
段
に
少
な
く
な
る
。

ま
た
、
出
没
し
て
き
て
も

奥
山
の
方
ま
で
の
追
い
払
い

が
可
能
と
な
る
。

東
近
江
市
で
は
、
広
大
な

緩
衝
地
帯
を
設
置
し
、
エ
リ

ア
内
に
羊
を
放
牧
＝
写
真

「
こ
れ
に
よ
り
、
近
く
の

幼
稚
園
児
や
家
族
連
れ
な
ど

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
常

に
人
の
気
配
や
声
に
よ
り
、

野
生
動
物
と
の
棲
み
分
け
が

自
然
に
成
り
立
つ
」
。
と
、

地
域
住
民
。

管
理
は
地
域
で
施
行
し
て
い

る
が
・
・
・
。

「
今
後
、
緩
衝
地
帯
の
維
持

管
理
が
問
題
で
あ
る
」
。
と
、

市
関
係
者
。

◎
防
護
柵

林
道
に
野
生
動
物
の
侵
入

を
防
ぐ
ゲ
ー
ト
を
設
置
。

滋
賀
県
版
テ
キ
サ
ス
ゲ
ー
ト

（
仮
称
）
＝
写
真

4
㍍
×

4
㍍

深
さ
35
㌢

こ
の
ゲ
ー
ト
に
よ
り
野
生

動
物
が
侵
入
で
き
な
い
。
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ハ
ナ
レ
ザ
ル
対
策
（
続
）

平
野
部
で
の
比
較
的
大
規
模
な
農
家
で
は
、
サ
ル
被
害

な
ん
て
大
き
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

反
面
、
中
山
間
地
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
、
サ
ル
、

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
の
営
農
面
の
被
害
、
精
神
面
の
被

害
、
環
境
面
の
被
害
が
日
常
的
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
的
に
大
き
な
温
度
差
が
あ
り
、
こ
れ
が

獣
害
対
策
の
「
高
い
ハ
ー
ド
ル
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
家
で
な
い
町
の
人
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。

「
ま
ア
可
愛
い
！
」
。
「
こ
の
野
郎
！
」
。
の
違
い
で
す
。

近
頃
は
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
や
百
合
が
丘
の
、
菜
園
に
も
被
害

が
及
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
互
に
意
識
の
共
有
を
図
り
獣
害
の
根
絶
に
努
め

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

研修会場 研

修

会

テキサスゲート


